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1. 平成 29 年度の研究成果 

 「薬物使用障害患者における併存障害と依存症罹

患脆弱性に関する研究」（分担: 松本）では、薬物関

連障害患者 2262 例のデータを用いて薬物使用障害

と併存する他の精神障害との関連を検討した結果、

精神障害の存在が薬物使用障害罹患脆弱性を準備

している可能性が示唆された。「薬物使用障害患者

の入院治療プログラムの効果と治療転帰に与える要

因に関する研究」（分担: 成瀬）では、H27～29 年度

に埼玉県立精神医療センター依存症病棟に入院し

た薬物使用障害患者 120 例の後方視的情報収集に

より入院治療終了直後の状況を調べた結果、外来通

院のみ 35.8%、外来通院＋依存症集団療法 9.2%、外

来通院＋ダルク等通所10.0%、ダルク等入所7.5%、不

明が 37.5%であることがわかった。「HIV 陽性者におけ

る薬物使用障害罹患脆弱性の要因とその支援に関

する研究」（分担: 嶋根）では、HIV 拠点病院の HIV

陽性患者 362 例を分析した結果、HIV 陽性者の薬物

依存症の重症度は低かったが、一部の重症例では、

危険な性行動、注射器による薬物使用、注射器共有、

抗 HIV 薬アドヒアランス低下が認められた。「薬物使

用障害患者の外来治療プログラムの効果と治療転帰

に与える要因に関する研究」（分担: 近藤）では、

NCNP 病院薬物依存症外来患者 32 例を対象として、

外来受診（外来診療単独）群 14 例と SMARPP（依存

症集団療法）参加群 18 例との属性比較を行った結

果、SMARPP 参加群の方が自身の薬物問題及び治

療の必要性に対する認識や生活能力が高いという特

徴を有することが確認された。 「薬物使用障害を併

存する触法精神障害患者の病態に関する研究」（分

担: 船田）: NCNP 病院医療観察法病棟入院患者 20

例と当院薬物依存症外来患者 41 例とのあいだでア

ルコール・薬物問題を比較した結果、重篤な精神障

害の存在は、比較的軽度の物質乱用であっても事例

化リスクを高める可能性が示唆された。 

 

2. 平成 30 年度の研究計画と期待される成果 

 薬物関連障害患者に関する横断的調査、ならびに

縦断的調査で得られた知見から、個別的な治療ガイ

ドライン案の開発を実施する予定である。 

 

 

3. 行政施策への貢献度 

 刑の一部執行猶予制度の施行、ならびに再犯防止

推進法の成立以降における、わが国の薬物依存症

者の地域保健・医療・福祉的な支援に大きく貢献す

る研究知見が得られたと考えている。 
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